
第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
退
去
者
が
同
項
第
五

号
に
掲
げ
る
入
院
年
月
日
よ
り
前
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
を
行
う
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
退
去
者
が
同
項
第
五

号
に
掲
げ
る
入
院
年
月
日
よ
り
前
に
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
第
六
号
に
お
い
て「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」と
い
う
。）

を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
を
行
う
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連

絡
先
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
の
二

法
第
四
十
条
の
七
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
虐
待
を
行
つ
た
業
務
従
事
者

の
職
種
と
す
る
。

（
新
設
）

第
三
十
一
条

法
第
四
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
住
ま
い
、
就
労
そ
の

他
日
常
生
活
に
係
る
精
神
保
健
に
関
す
る
課
題
を
抱
え
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で

削
除

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で

削
除

第
三
十
七
条

法
第
五
十
一
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
又
は
資
料
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
七
条

法
第
五
十
一
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
又
は
資
料
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
及
び
訓
練
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料

一

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
並
び
に
訓
練
及
び
指
導
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料

二

前
号
に
掲
げ
る
相
談
及
び
訓
練
を
受
け
た
精
神
障
害
者
の
性
別
、
生
年
月
日
及
び
家
族
構
成
並
び
に
状
態

像
の
経
過
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
（
当
該
精
神
障
害
者
を
識
別
で
き
る
も
の
を
除
く
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
相
談
並
び
に
訓
練
及
び
指
導
を
受
け
た
精
神
障
害
者
の
性
別
、
生
年
月
日
及
び
家
族
構
成

並
び
に
状
態
像
の
経
過
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
（
当
該
精
神
障
害
者
を
識
別
で
き
る
も
の
を
除
く
。）

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を

審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を

審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四

十
四
号
）
第
五
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百

二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
そ
の
例

に
よ
る
場
合
を
含
む
。）、
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

二

（
略
）

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四

十
四
号
）
第
五
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百

二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
そ
の
例

に
よ
る
場
合
を
含
む
。）、
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
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